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ご使用の前に必ずこの「使用説明書」を�
お読みの上、正しくお使いください。�
本書をすぐに利用できるように保管して�
ください。�

はじめに
このたびはリコーデジタルカメラDC-2Eをお買い上げいただき、誠にありがとうございました。
本書は、本製品の正しい使い方や使用上の注意について記載してあります。本製品の機能を十分に
ご活用いただくため、ご使用の前に、本書を最後までお読みください。本書が必要になったとき、直
ぐに利用できるよう、お読みになった後は、必ず保管してください。

株式会社リコー

テスト撮影について
必ず事前にテスト撮影をして正常に記録されていることを確認してください。

著作権について
著作権の目的になっている書籍、雑誌等の著作物は、個人的または家庭内およびこれに準ず
る限られた範囲内で使用する以外、著作者に無断で複写、改変等することは禁じられていま
す。

ご使用に際して
万一、デジタルカメラやメモリーカードなどの不具合により記録や再生されなかった場合、
記録内容の補償については、ご容赦ください。

保証書について
このデジタルカメラは国内仕様です。保証書は日本国内において有効です。外国で万一、故
障、不具合が生じた場合の現地でのアフターサービスおよびその費用については、ご容赦く
ださい。

電波障害について
他のエレクトロニクス機器に隣接して設置した場合、お互いに悪影響を及ぼすことがありま
す。特に、近くにテレビやラジオなどがある場合、雑音が入ることがあります。その場合は、
次のようにしてください。
・テレビやラジオなどからできるだけ離す
・テレビやラジオなどのアンテナの向きを変える
・コンセントを別にする
〈電波障害自主規制について〉
注意
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の基準に基づく第一種情報技術
装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場
合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

リコーサービス窓口
故障の際には、別紙一覧をご覧の上、ご連絡ください。

リコーお客様相談室
電話番号をかけ間違えないようにご注意ください。
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お買い上げいただきました弊社製品についてのお問い合わせは下記支店にご連絡ください。

■パーソナル事業部

　●マーケティング室 東京都品川区東品川3-32-3〒 140 .................................................. 03(5479)2937

■札幌支店 札幌市北区北七条西4丁目12番地(ニッセイMKビル)〒 060 .. 011(700)5551

■仙台支店 仙台市青葉区本町3-4-15(阿部ビル)〒 980 ................................ 022(225)4331

■関東支店 大宮市仲町 2-60(仲町川鍋ビル)〒 330 ....................................... 048(645)1011

■東京支店 東京都中央区銀座 6-14-6(リコー三愛ビル)〒 104 .................... 03(3543)5111

■名古屋支店 名古屋市中区丸の内2-20-19(名古屋東京海上ビル)〒 460 ...... 052(201)8211

■大阪支店 吹田市江の木町34-5(リコービル)〒 564 ................................... 06　(337)1161

■広島支店 広島市中区東平塚町 4-21(リコー三愛ビル)〒 730 ................... 082(243)2101

■福岡支店 福岡市博多区博多駅東2-1-1(福岡リコー近鉄ビル)〒 812 ...... 092(441)8731

■ＭＡ事業部 東京都中央区銀座 6-14-6(リコー三愛ビル)〒 104 .................... 03(3543)5111

●この電話は東京都港区のリコー本社でお受けいたします。
●受付時間：９～17時（土、日、祝日を除く）�

弊社製品に関する要望、その他お困りの点がござい
ましたら、「お客様相談室」にご連絡ください。�

0120-000475

お客様相談室�

FAX 0120-479417

・本書の一部または全部を無断転載することを禁止します。
©1996 RICOH CO.,LTD.

・本書の内容に関しては将来予告なく変更することがあります。
・本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどお気付きのことがありま
したら、巻末をご覧の上ご連絡ください。

Microsoft、MS、MS-DOS、Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
Macintoshは、米国その他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の商標です。
会社名、および製品名はそれぞれ各社の商標または登録商標です。
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■カメラ本体

- +

各部の名称（2）各部の名称（1）

■カメラ本体

1 2 7675

■液晶モニター

■ACアダプター（別売り）

※操作の際には、このページを開いてご覧ください。

レリーズボタン（P.29）

モニターボタン（P.40）

画質モードボタン（P.25）

記録モード／消去ボタン（P.26,51）

セルフモードボタン（P.38）

液晶モニター取り付け部（P.45）

▲ボタン

▼ボタン

DATEボタン（P.18）

RAボタン（P.41）
モニタリング機能撮影時、
ピントや露出を再調整しま
す。

＋／－ボタン（P.32）

ストラップ取り付け部（P.10）

レンズ

セルフタイマーランプ（P.38）

リモコン受信部

情報パネル（P.2）

ファインダー窓

記録モード表示
：静止画モード
：連写モード
：文字モード

電池マーク

UNLOCKボタン（P.45）
カメラ本体からモニターを取り外
すときに使用します。

液晶パネル

明るさ調整つまみ

取り付け部（P.45）

メインスイッチ（P.23）

フォーマットボタン（P.17,52）

V出力端子（P.44）

電源（DC入力）端子（P.13）

カード挿入口（P.16）

RS232C/AUX端子

視度調整つまみ（P.19）

電池ぶた（P.12）

三脚ネジ穴

カード取出しレバー（P.16）

メモリー選択ボタン（P.24）

メモリーコピーボタン（P.56） ファインダー（P.27）

※操作の際には、このページを開いてご覧ください。

側面カバー

オートフォーカス
ラ ン プ （ 緑 ）
（P.28）

オートスイッチ
液晶モニターを折りたた
むと、モニターの電源が
切れます。

保護カバー
取り外してお使いくださ
い。

接続ケーブル（P.13）

・AC-2 ・AC-2100

電源コード（P.13）

接続ケーブル（P.13）

情報パネルの表示について
情報パネルは、電池の状態や記録可能枚数、設定されているモードなど、カメラ
の状態をマークや数字で表示します。

補足�
�

　・この図では、全ての情報を同時に表示しています。実際は必要な情報が
表示されます。
・メインスイッチを「記録」にスライドした状態で、約5分以上カメラの
操作（ボタンやレバーなどの操作）をせずに放置しておくと、節電のた
め「オートパワーオフ」になり情報パネルの表示が消えます（わずかな
がら電池を消耗しています）。電源の再投入かレリーズボタンを軽く押
すと、再び電源が入ります。
・オートパワーオフの設定を変更することもできます。→（P. 57）

■警告表示と内容
次のような警告表示が情報パネルにでたときは、内容をご確認の上、対処してく
ださい。

警告表示

　

参照ページ
P.16

P.16

P.14-
P.16

P.11
P.11

状態
点灯

点滅

点滅
点滅

点灯
点灯

内　　容
メモリーカードを指定したが、メモリーカードがセットさ
れていない。
メモリーカードが初期化されていない。
他の機器で初期化したメモリーカードがセットされている。
メモリーカードのデータが壊れている。（初期化してください）
指定以外のメモリーカードがセットされている。
メモリーカードがライトプロテクトされている。
メモリーコピーボタンを押したときに、メモリーカードに
内蔵メモリーの全ファイルをコピーするだけの容量がない
ときに表示します。
メモリーカードを交換してください。
電池が消耗してきている。電池の用意をしてください。
電池が消耗しました。電池を交換してください。

カードマーク
セットされているメモリーカード
を操作（記録／再生／消去など）
するときに表示します。
INマーク
カメラの内蔵メモリーを操作（記
録／再生／消去など）するときに
表示します。
MFマーク
マニュアルフォーカス機能時に表
示します。

画質モード表示
F：ファインモード
N：ノーマルモード
E：エコノミーモード

記録情報表示
記録時：残り記録枚数、日付・

時間表示、カード状態
表示、モード表示　、
露出補正値の表示

再生時：ファイル番号表示、
カード状態表示、モー
ド表示
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3

機　　能
メモリーカード初期化
ファイル消去

機　　能
メモリーコピー機能

■エラー表示と内容
次のようなエラー表示が情報パネルにでたときは、内容をご確認の上、対処して
ください。

 エラー表示

■撮影・再生・消去・コピーの表示
操作中は、情報パネルに次のような文字が表示されます。

●撮影

 表　　示

●再生

 表　　示

*プログラム再生を行うときは、リモートコントローラー（DR-2:別売り）が必要です。
●消去

 表　　示

●コピー

 表　　示

■データチェック中の表示
メモリーカードがセットされている場合、メインスイッチを「記録」または「再
生（PC）」にスライドさせると、メモリーカードのデータをチェックします。デー
タチェックの進捗状況に合わせて情報パネルにバー（－）が表示されます。
バーが右端まで（6個）表示されるとデータチェックを終了します。

補足�
�

・メモリーカードの種類によって、バー表示しないものもあります。

内　　容
記録に失敗しました。このとき記録したデータは正常に再生
できないことがありますので、再度、記録してください。
消去に失敗しました。メインスイッチを「電源OFF」にして
から再び電源を入れ、1枚テスト撮影してください。テスト
撮影したデータを消去すると、消去に失敗したデータも同時
に消去します。
初期化に失敗しました。再度、初期化してください。
再生に失敗しました。電源を再投入し、再び操作してくださ
い。
データのコピーを失敗しました。再度、操作してください。

参照ページ

－

P.50

P.16
P.48

P.56

機　　能
セルフタイマー撮影

参照ページ
P.38

機　　能
プログラム再生

参照ページ
－

参照ページ
P.16,52
P.50

参照ページ
P.56
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撮影する
�メインスイッチを［記録］にスラ
イドする→P.23

�メモリーカードをセットしたとき
はメモリー選択ボタンを押して、
記録先のドライブを指定する

　 →P.24
�画質モードボタンを押して、画
質モードを選択する→P.25

�記録モード／消去ボタンを押し
て、記録モードを選択する→P.26

�レリーズボタンを軽く押してピ
ントを合わせる→P.29

�レリーズボタンを押しきる
　 →P.30
＊「ピッ」というブザー音が鳴り、記
録されます。

再生する
�カメラにテレビまたは液晶モニ
ターを使用する→P.44、P.45

�メインスイッチを［再生（PC）］に
スライドする→P.48

�メモリーカードをセットしたとき
はメモリー選択ボタンを押して、
再生するドライブを指定する
→P.48

�▲▼ボタンで、再生するファイ
ルを指定する→P.49

�連写モードで記録したものは、
レリーズボタンを押す→P.49

＊モニターに画像が表示されます。

基本操作の流れ早わかり

パソコンへ転送する
接続キットが必要です。準備してく
ださい。→P.54
＜詳細は、接続キットの使用説明書
をご覧ください。＞

▲
▲

準備する
●電源を準備する
�カメラ本体に電池をセットする
→P.11

＊ AC アダプターを使用するとき
は、カメラ本体にACアダプター
を接続し、コンセントから電源
をとる→P.13

●メモリーカードを準備する
�メモリーカードをセットする
　 →P.16
�新しいメモリーカードを使用す
る場合は、メモリーカードを初
期化する→P.16

＊内蔵メモリーに記録するときは
メモリーカードの準備は不要で
す。

▲
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安全上のご注意
表示について
本書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へ
の危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。その表示
と意味は次のようになっています。

警告�この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

注意�この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される
内容を示しています。

表示の例

m m記号は禁止の行為であることを告げるものです。
mの中に具体的な禁止内容が描かれています。
●表示例

n意味：接触禁止　q意味：分解禁止

本機を安全にお使いいただくために以下の内容をお守りください。

警告�
�

o ●万一、煙が出ている、へんなにおいがするなどの異常状態がみられる場
合は、すぐにメインスイッチを切ってください。家庭用コンセントから電源
を供給しているときは、その後必ず電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。火災や感電の原因になります。そしてサービス実施店に連絡してく
ださい。機械が故障したり不具合のまま使用し続けないでください。

m ●家庭用コンセントをご利用になるときは、必ず専用のACアダプター（型
名：AC-2、AC-2100＜別売り＞）をご使用ください。指定以外のアダプター

では、火災・感電・故障の原因になります。
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本機を安全にお使いいただくために以下の内容をお守りください。

警告�
�

o●液晶パネルが破損した場合、中の液晶には十分注意してくださ
い。万一以下の状況になったときはそれぞれの応急処置を行っ
てください。

・皮膚に付着した場合
付着物を拭き取り、水を流しせっけんでよく洗浄してください。
・目に入った場合
きれいな水でよく洗い流し、最低15分洗浄した後、医師の診断
を受けてください。
・飲み込んだ場合
水でよく口の中を洗浄してください。大量の水を与えて吐き出
させた後、医師の手当を受けてください。

注意�
�

q ●自分でカメラを分解しないでください。内部には高電圧回路が

あり、感電する危険があります。

m ●電池は、火の中に入れたり、ショート、分解、加熱、充電しな
いでください（ニカド電池、ニッケル水素電池は充電可能）。電
池が破損し、火災、けが、周囲を汚損する原因となります。

●電池をハンダ付けしないでください。電池が破損し、火災、け
が、周囲を汚損する原因となります。

o ●電池から漏れた液が肌に触れると、火傷の原因になります。破
損した電池に触れた場合は、すぐに水で洗い流してください。
（石鹸は使用しないでください）
    また、液漏れが起こったときは、液をよくふき取ってから、新し
い電池を入れてください。

別売り品について
・リモートコントローラーやACアダプターなど別売り品をお使いになるときには、
各製品に付属の説明書の「安全上のご注意」を操作の前に必ずお読みください。


